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Bayesian ensemble learning for better generalization performance

汎化性能を向上させるためのベイズ的アンサンブル学習

複数のAIがどう寄れば文殊の知恵 ?

どんな研究

機械学習を用いた予測の際、予測値に加えてその確からしさの評価が重要になる場合があります。確からしさ
の評価は、例えば予測が信頼できるのかの判断基準や、意思決定問題などで広く活用されています。本研究で
は複数の学習モデルを使って、ニューラルネットワークなどの複雑なモデルで確からしさを効率良く計算する
手法を考案しました。

どこが凄い
これまでも複数のモデルを用いた予測の確からしさの評価は機械学習で広く行われてきましたが、どのように
複数のモデルを用意すればよいのかは理論的に不明でした。本研究では、特に未知のデータに対する予測の確
からしさを複数のモデルを用いて表現するための学習方法を理論的に導出しました。

めざす未来
予測の確からしさは、機械学習を安全に用いる指針を与える他、実験計画法でのより有用なデータ収集に活用
されるなど自然科学分野等で重要な役割を果たします。本研究を発展させることで、複数のモデルによる確か
らしさの評価をより簡単に実現できるようにし、より機械学習の適用範囲を広げることをめざします。
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